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東亜経済研究所に所蔵されている満洲気象資料

1 .はじめに

山口大学経済学部の東亜経済研究所は，戦前よ

り東アジア研究の中心として数多くの成果を卜。げ

ており，戦前期における中国関連の貴重な資料を

所蔵している。また 研究所は経済学部の前身で

ある山口高商時代より一貫して，東アジアに関す

る教育研究を行ってきており 東アジア関係文献

の宝庫として，膨大な資料を収集・整理し， [~J 内

外に提供してきた。ここでは 東重経済研究所:が

所蔵する資料群から， r'満?1十|の気象資料jに焦点

を当て，所蔵資料の概要を紹介する。

2.南満洲鉄道株式会社の設立と農業試験

研究機関の開設

『満州、lの気象資料j を紹介するに前に， ここで

南講洲鉄道株式会社が設立された経緯について簡

に紹介する。 1905(明治37)年， 日露戦争に勝

利した日本は， ロシアから遼東半島(関東州)の

租借権の譲渡を受け，翌年の1906(明治38)年8

nに関東都督府を設量し， 1919 (大正8)年には

関東庁， 1934 (昭和9)年には関東局(新京)の

ド部機関として関東川、|庁(旅!II百)が設置された。

また，ロシアが管理する東清鉄道の長春以南(長

大連間，南満洲支線)の鉄道営業権の譲波を

受け，翠年の1906(明治38)年に南満州・|鉄道株式

会社を設立し 1907(明治39)年4月から営業運

行を間給している。ただし，南満?HI鉄道株式会社

(略称 満鉄)は，資本金2億円の内， 1億円は政

府の鉄道・炭坑などの現物で出資され，勅令によ

り設立された'f:'EE半民の特殊会社で、ある
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この鉄道営業権には，鉄道の運行に留まらず，

沿線では絶対的かつ排他的な行政権を有する区域

の設定が認められる「鉄道附属地」の権利も合ま

れており，関東都督清から警察権以外の行政権は

満鉄に付与された。 満鉄に付与された鉄道的属地

は「満鉄附属地」と称され，総延長1，130kmの満

鉄沿線において面積は371krri(山手線内側の面積

65krriの6倍弱)で，炭鉱開発，製鉄業，港湾，農

林牧畜に加えて，ホテル，図書館，学校などのイ

ンフラ整備も行い，満州、i国が1932(大同元)年に

建国された後， 1937 (康徳4)年11月に治外法権

の撤廃により満洲匡iに委譲されるまでの30年間に

わたり，満鉄附属地の経営 さらには満洲経営の

中心的な役割を担った，)九このようにして，南

満洲鉄道株式会社は，総裁以下，総務部，管理

部，経理部，鉄道部，地方部，技術局，地方部署

として東京支社，奉天事務所 n合爾浜事務所，撫

!II夏炭鉱，鞍山製鉄所が開設されてお札巨大な組

織が築き上げられた

満鉄はこの満州I(以下 関東州を合む)におい

て農業振興を目的に，農業試験研究の充実にも力

を注いだ。 1909(明治42)年4月には満鉄の熊岳

城附属地内において， 11町5反歩の土地に番人小

屋，厩，農具室各l棟を建設して鉄道沿線の植樹

吊の樹木苗生産に着手し その傍らで、小規模に果

樹・疏菜・花子fおよび普通作物等の試作を開始し

たのが，満洲における農業試験研究のはじまりで

ある。満?1+1における農業試験研究の変遷を見るた

め，表lに満計十|における満鉄による農業試験研究

機関の開設状況を示した~満鉄の熊岳域附属地
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内での試作は. 1912 (大正元)年までに面積も27

町6反に拡充され，牧草，水稲，桑等の試験内容

の充実も図られたし"01913(大正2)年4月には，

奉天省懐徳黒公主嶺にある満鉄の前属地内(北緯

43度30分，東経124度48分.海抜203m) に産業試

験場本場が設量された公主嶺に本場が開設

されたことにより 熊岳城は産業試験場分場と

なり，さらに業務の拡充により園芸科.種芸科.

養蚕科，林産科，病理昆虫科が分場に設けられ

た工o 開設当時の用地は僅か約35町歩にして建

物は露治時代のものに一部改造をなしたるに過ぎ

ざりしが年々事業の拡張に伴い開設以前より地方

在住者に貸付けたる土地は之を漸次に回収して必

要に応じ各種建物の増設をなし現況に達せり」と

『南満洲鉄道株式会社第二次十年史(下巻)1 BJに

記されており，開設初期は試験研究用の建造物や

実験施設がきわめて不十分な状況であったことが

伺え る ヘ な お ， 大正7(1918)年には，産業試

験場は農事試験場へと改称されている c

業務内容は，公主嶺本場においては種芸・農産

製造・畜産に関する試験・調査，種苗・期苗の育

成および配布，見習生の養成， -畜産の指導

および講話，気象観測:日 熊岳城分場においては

果樹・疏菜・養蚕に関する試験・調査，種苗・樹

苗の育成および配布主要作物の耕種肥培試験や新

作物・欝撞の適否試験，在来農業経営j去に関する

試験，見習生の養成，農事指導および講話，気象

観溺フとなっている c このように農業試験研

究機関における業務内容の一ーっとして「気象観

i~IJJ の項目があり，農業試験研究の傍らで気象観

測業務が開始された。また，公主嶺本場や熊岳城

分場以外にな小規模に果樹・疏菜・花子午および

普通作物等の試作を行う試作場，アルカリ土壌の

試験を行う試験場 農事試験場で育成された新し

い品種の種子を増殖させる原種圃等が順次開設さ

れ，これらの施設でも気象観測業務が開始され

たり 満鉄~1t属地の経営は地万部が担当しており，

主要な附属地(奉天・恰爾浜)には地方事務所が

設けられていたc なお，南満?HI鉄道株式会社が開

設した農事試験場などの農業試験研究機関も満鉄

附属地内に整備されており，地方部(組織変更に

より，興農部，殖産部，地方部，産業部と名称変

更)の所管となっていた
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3. 東E経済研究所が所蔵する満洲の気象

資料

1) r溝洲農業気象報告 r[10-12] 

ここで，東亜経済研究所が所蔵する満HHに関す

る気象資料を紹介するじまず，最初の『満i1+1農業

気象報告j([ヌJl(左上)):'，は，南j前i1十i鉄道株式

会社殖産部農務課が昭和J6(1931) if5}j 16日に発

行した最初の気象資料である。本書には「農業気

象観測の沿革jとして「会社(立大正二年農事試験

場として公主嶺産業試験場を創設するや農事試験

場並農事調査上之と密接不可分の関係を持つ農業

気象観測の必要を認め大正三年一月一Ll先つ産業

試験場熊岳城分場に於て之か観測を開始せるを陪

矢とし同四年一」月一司には公主嶺本場に於て之か

観iRIJに善手せり其後大正十二年当課か会社農務執

行機関として独立するに及ひ農事施設機関も漸次

奥地に対し伸長拡大せられたる結果批種気象観測

所も逐年増設を見るに主り大正十二年一月一日よ

りは挑南公所に於て同卜三年四月一 Hよりは開

原々種菌に於て同十四年[JL[丹一日よりは鳳風域煙

草試作場に於て昭和二年」月一日よりは斉々恰雨

公所に於て順次か観測を開始し来れるものなり J

と述べられており，農事試験場や農事調査のため

に必要な農業気象観測を順次開始したと記されて

いる c さらに， I昭和四年一月一日には黒山屯種

芋場，沙里種羊場，吉林公所敦化派出所，昭和六

月一日には恰爾漬事務所，奉天公所海龍派Ll¥

所で実施しつつあるjと記載されている c このよ

うな経緯から，公 Ì~嶺(南満什トi鉄道株式会社農事

試験場本場構内)，熊岳城(同社農事試験場熊岳

域分場構内人員~)家屯(同社試作場構内)， idt南

(同社公所構内)， I~百原(同社涼種圏構内)，鳳鼠

城(IriJ社煙草試作場構内) 舟々日合爾(同社公所

構内)の7ヶ所について.昭和4(1929) 年までの

気象観測記録が月佑で、記されており，平均値も示

されている(表2，熊岳域分場の一例)。気象要素

は表3に不したように気Eをはじめ32項 tlにも及

んでおり，観測所信i所所在…覧J乙観測筒所の写

真も掲載されている〕

図1 r満洲農業気象報告1[10-12J と f北満洲気象報告j[16J 

(山口大学経済学部附麗東亜経済研究所所蔵)
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褒2 r満洲農業気象報告j[10J (昭和6年5月16日発行)に掲載されている気象記録

(南満洲鉄道株式会社農事試験場熊岳域分場の一例)
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表3 『満洲農業気象報告j[10J (昭和6年5月16日発行)に掲載されている気象要素

気圧 1.気圧(氷点) 18.暴風日数

2.最高気圧(氷点) 19.鋒水量

3.最低気圧(氷点) 20.降水最大日量

気温 4.気温 21.降水日数

5.平均最高気温 22.降雪日数

6.平均最低気温 23.霧巨数

7.最高気温(極) 21.雲量

8.最低気温(極) 25.曇天日数

地温 9.地面瓶度 26.快晴 H数

10.地中温慶 (0.3m) 27.日照、時数(ヂヨルダン式)
11.地中温度(1935年) 28.日照時数(白ゐ分率)

水蒸気 13.水蒸気張力 29.不照日数

湿度 14.湿度 30.蒸発量

飽差 15.鎧長 31.天気日数

風速度 16.風速度 32.季節

風向 17.最多風向
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30 -(106) 東亜経済研究第73巻第2号

3年後の昭和9(1934) 年3丹30日には， r産
資料第31号 満州|農業気象報告j (図1(右上)) 

が南満洲鉄道株式会社地万部農務課より発行さ

れ，凡例には「・昭和三年三月出版せる

次報告を改訂増補せるものなり Jと述べられてい

るつしかし，前述した気象資料は昭和6年5丹の発

行であり， 1昭和三年三月出版」とは一致しない。

11昭和三年三JJ出版」の円前洲農業気象報告』が

国内外で見いだせないこと 両者の記載形式が完

全に一致していることから.発行年月は誤記であ

るものと推察される。掲載されている気象要素は

昭和6年版と[IiJ様であり 昭和7(1932) 年まで

の3年間の観測記録が追加されている。さらに，

掲載されている観測所が，以前の7ヶ所から海龍

(農事試験場)，敦化(農事試作場)，黒山頭(種

平場)， ~合爾演(事務所)の4ヶ所が増えて 11 ヶ所

に拡大されており，観灘所信所所在一覧表も掲載

されている。また，附録として，満鉄観測所以外

の満iH卜関東ナ卜1，朝鮮 介湾， 日本の観測所も合

め，主な気象要素の月平均・年平均値が記載され

ており，東アジア地域の気象を比較できるように

なっている。

さらに2年続の昭和11 (1936) 年5)]30臼には，

産業資料第35披『第三次満洲農業気象報告:j (昭

和10年)! 121 (凶1(左下))が発行されている。表4

は.本資料に掲載されている甫満州主夫道株式会社

が開設した気象観測所のi記載に基づき，関東観測

所が刊行している昭和91ドf満洲気象報告も

参考に，その状況をまとめたものである c また，

Iヌ12は満鉄による農業施設機関の配置凶(南満州!

鉄道株式会社農事試験場要覧(昭和13年3月)よ

り転 載 し 表4の番号・制;WJ箇所名を加筆)を示

した。 n前洲農業気象報 1(! と同様に，農事試

験場‘の開設に伴い，熊岳域分場(写真1)7 (大正

3年)，公主嶺農事試験場本場(写真2)ιj・鳳風城

煙草試作場(大lE4年)での気象観測業が開始さ

れ，大正6年には鄭家屯事務所(鄭家屯試作場構

内，写真3)11にでも開設されたことが記されてい

る。大正期の後半には， ~~t南農事試作場(大正12

年)，開原原種岡(大正13年)でも気象観測が開

始され，計6ヶ所にまで、拡大している c HZ和期に

入札芹々恰爾事務所(写真4) (昭和3年)，敦化

農事試作場・林西種羊場(黒山屯種羊場より変更)

(昭和4年)1ヘ海龍農事試作場・口合調浸事務所(昭

和5年)と相次いで観測業務が開始され，昭和8年

に恰~I:Jì賓事務所海倫派出所 昭和10年の遼l湯棉花

試験地をもって.討13ヶ所まで拡大が図られてい

ることがわかる。本書にも昭和9年版と IrlJ様に比

較表が前録で掲載されているくう

上述した観測筒所の名称が. 1吉林公所敦化派

出所と敦化農事試作場J，1奉天公所海龍派IU所と

海龍農事試作場Jなど異なっているが，緯!支-経

度がIfiJじであるため 同一場所か隣接場所である

ものと推定される。ただし 「鄭家屯事務所」と

「鄭家屯試作場Jについては.報告資料により緯

度-経度が数秒，標高が数mずつ異なるため.誤

記と近傍への移設等の両者が考会えられるが，気象

統計の接続が変更されるまでの移設状況ではな

いと判断されるつまた，昭和4年から気象業務が

実施しつつあると i記載されている黒山屯種羊場

(43032'， 118043'. 標高は記載なし)は，昭和10

年の報;つでは緯度がl'異なる(約1.3km) 林西種

羊場 (43033'，118043'，標高690.00m) に移設

されているものと推察される c なお，この3冊の

「満iHI農業気象報は発行部数も多く，多くの

大学F付属関書館にも所載されている c さらに，満

州i農業気象報告を介本して 大空社のアジア学叢

書202(2009)川として復刻本が発行されている c
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満洲農業気象報告j (昭和10年)[12Jに掲載されている南満洲鉄道株式会社が開設した気象観測所第三次『産業資料第35輯表4

1 農事試験場熊岳域分場 熊岳域分場構内
2 鳳風域煙草:試作場 鳳風域煙草試作場構内

3 遼陽棉花試験地 遼陽棉花試験地構内

4 海龍農事試作場 海龍農事試作場構内 42
0 

26' 
5 開版原種間 関原原種歯構内 問原綴瀕IJ取扱所 420 36' 

6 教化農事試作場 敦化農事試作場構内 敦化観測取扱所 43
0 

23' 
7 鄭家屯事務所 鄭家屯試作場構内 鄭家屯観測取扱所 43

0 
30' 

8 公主嶺農事試験場本場 公主嶺農事試験場構内 43
0 

31' 
9 林西種羊場 林西種羊場構内 430 33' 

10 挑南農事試作場 挑南農事試作場構内 挑南観測取扱所 45
0 

20' 
11 脊々哨爾事務所 事事々日合爾事務所構内 脊々日合爾観測取扱所 470 22' 

12 培爾演事務所海倫派出所同 海伶観測取扱所 470 26ノ

13 n合爾j賓事務所旧 日合爾j賓観測取扱所 450 46' 

注 1) W産業資料第35輯 第三次 構洲農業気象報告j] (昭和10年)に基づいて記載

2) W昭和9年 満洲気象報告j] (関東観測所)による記載(市満洲鉄道株式会社;こ気象主主

注 3) W昭和9年 満沙|気象報告j] (関東観測所)では、海倫試作場(海倫試作場構内)と記載

注 4) W昭和9年 満洲気象報告j] (関東観測所)による「日合爾演事務所j の記載ぞと追加

5) ui笥洲の気候と農業(第 2講) j] (村桂、 1939) による記載では、大正15 (1926) 年より 11"1 
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図2 満洲における農業施設機関の配置図『南満洲鉄道株式会社農事試験場要覧j[6J (昭和3年3月)) 

(4・6・9・12の凡例・数字を加筆。圏中に数字は表4と一致。)



東亜経済研究所に所蔵されている満洲気象資料

写真1 農事試験場熊岳域分場 Cf農事試験場業績 熊岳城分場篇J[7J，昭和10年)

(山口大学経済学部陪属東亜経済研究所所蔵)

写真2 農事試験場公主嶺本場 u農事試験場業績 公主嶺本場篇J(9J，昭和11年)
(山口大学経済学部附属東亜経済研究所所蔵)

(109) -33 
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合.

東亜経済研究第73巻第ZU

写真3 鄭家屯事務所 (If満洲農業気象報告
o
，昭和6年 '101

) 

(山口大学経済学部附属東亜経済研究所所蔵)

写真4 漕々喰蘭観測所 u満洲気象累年報告l昭和13年[はJ)

(気象庁図書舘所蔵)
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2) 北溝淵気象報告j1わ

ロシアは日清戦争直後の日本による遼東半島の

領有を三国干渉によって自止しニコライ2iJ止の

載冠式にロシアを訪問していた清国の李鴻章と交

渉しその見返りとして露清密約において清国領

土を横断してウラジオストックに至る鉄道の敷設

権を獲得した:山口このため，ロシアは，建設が

困難なアムールJlIi合いの迂回路線ではなく，チタ

から満洲北部を東西に短絡線として横断し，ウラ

ジオストクに主る鉄道路線を構想し 1897(明治

30)年には「東清鉄道株式会社」が設立された。

T~ヒ満 i'l+l 気象報告j IG は，南j前ii十i鉄道株式会社

H合爾漬事務所が1933(昭和8)年6月16日に発行し

た資料で，凡例において 11.本報告は北満州i各

地の気象観測結果に関し中東鉄路管理局が発表せ

る気象統計を総合翻訳せるものである」と記され

ているように，ロシアが東清鉄道(中東鉄路)を

敷設した際に開設した満洲里，海十立爾，免i度M，

博克詰1.札蘭屯， EZ々 渓，安達 o会商法，宮、門，

一面坂，牡丹江，大平嶺，三姓の13ヶ所の気象観

測所の観測資料018.19J を翻訳して刊行したものであ

る。表5には， i請がト!里の1909年の気圧，気温の丹

値を示した。気圧は平均，最高および最低，気温

は7時， 13時および21時，平均，最高(J語日)，最

高極値(暦日)，最高平均，最低極値(暦日)，最

低平均が記されている。これ以外にも，雲量・風

速 (7時， 13時， 21時)，風向の方位別頻度，降水

量(合計，最大，暦日)，降水日数 (O.lmm以上，

1.0mm以上， lOmm以上)，天気日数，気温零下

日数(最高零下，最高極零下，最低零下)，凍結

日数，積雪深度(最大雪深，平均雪深，月平均雪

深)，初霜晩霜・初雪~雪(零下以下示度，

以下暦日，降雪腎百)が記されているつ

なお，昭和14年7月発行の北経調査第46号「北

満農業気候概論には この13ヶ所を含む16ヶ

所の気象観測所が記されており，その詳細を去6

に，気象観測所の位置を図3に示しているので，

参考にして頂きたい。

表5 r北満洲気象報告j[16J (昭和8年6尾16冨発行)に掲載された気象記録

(満洲里の1909年の気圧，気温の月値)
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表6 東支鉄道灘候所一覧 [17

測候所名 jヒ緯 東経 気n二rl十 測候所間 j商社トIIHから 観測期間 観測年数

海抜 (m)""の距離 (km)の距離 (km) (1F) 

j高討十I'R 19 35' 117
0 

26' 650. 3 。 。1903--1931 29 

2 di手fll:雨 19 14' 119 13ノ 608. 3 187 187 1906~1931 26 

3 免 j度inT 19 06' 121' 03' 701. 5 115 302 1908 1929 22 

4 博克|量l 18 46' 121
0 

55' 691. 6 95 397 1911--1931 18 

5 札蘭屯 18ζ01' 122 11' 315.6 122 519 1906~1931 26 

6 膏々員会爾 i 17二 10' 123) 19' H9.3 146 665 1903-1931 29 

7 安達 16 24' 125 19ノ 117. 1 143 808 1Y11~1931 18 

8 日合爾演新 IH街 15 15' 126' 38' 150.5 126 934 1898~1931 34 

9 "農事試験場 ，15' 12' 126
0 

34' 170.0 7 941 lY23--1931 9 

10 て性(依蘭) 16 20' 129勺 33' 100 (190) 1916~1931 14 

II 密 fl'j 11 32' 125、 /13' 178. 1 162 1096 191;:)-1931 17 

12 今[面士皮 15 0，1' 128
0 

01' 210.3 163 1097 lY08-1931 24 

13 ヰ1:丹江 ，11し 35' 129() 36' 2110.0 192 1289 lY08-1931 24 

14 愛河農事試験場 41
0

36' 129() 39' 270.0 7 1296 1923~1931 9 

15 太平詣(太嶺) 41- 33' 130η ，11' 561. 1 130 1119 1908-1931 24 

16 延占 42
0 

55' 129- 30' 168.0 延占rti 1911-1928 15 

n 1) 「北満農業気候概論」より転載

n2) 1927~1928年にける気圧計の海抜 (m)

山 3)佐の資料で?品々 i柔j の記載もあり

54 

52 

50 50 

48 

46 

44 

u 

120 122 124 126 128 130 . .132 

国3 灘候所の位軍 [20J

(yは東支鉄道測候所 固は日本側測候所，ムはソ連側測候所)
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3)農事試験場刊行物

L述した『満山|農業気象報告j[10…山や『北満山i

気象報告Jj.Hi の気象資料の他に，東亜経済研究所

で所蔵している農事試験場で刊行された創立記念

誌に掲載されている気象資料について，一部をこ

こで紹介する。

( 1 )創立20潤年記念農事試験場業繕公主嶺

本場編(南満洲鉄道株式会社農事試験場，

昭和11年10F.l20日発行)[9] 

は， 1913 (大正2)年4月1日の産業試験場

の創立から節目となる20周年(1933(昭和8))年

を記念して，昭和11年に出版された書籍である。

序に始まり，前場長，現場長，分場長の写真，場

内の風景， 日次にまわユて，沿革，土地及建物，気

象，土性，場員，刊行物の記載があり， 1穂芸科

(写真15葉，本丈225頁)J. 1農芸化学科(写真6葉，

本文269頁， [討表2)J. 1畜産科(写真6葉，本文

314}~，附表2)J の838頁，附図満州|国土壌予察図

(カラー)からなる大著であり，創立から現在ま

での公主嶺で実施された試験研究の状況が詳細に

示されている。 13.気象jの項では，公主嶺本場

に開設された気象観測露場(写真2) において観

測された1915年から1933年までの気圧， 10時の気

温，最高気温，最低気温，地中温度， 日!照時数，

湿度，降水量，蒸発量，風力，降水臼数，降雪日

数，快晴及晴臼数，曇天日数，霜日数，電日数，

電雷日数，暴風日数の月値，毎年の結霜期間，降

雪期間が記載されており，公主嶺の気象を一目で

見ることが可能となっている。

本書は創立20周年記念をして作成・配布された

ものであることから発行部数も多く，国立国会図

書館をはじめ，大学図書館(18館)，公立凶書館

(大阪町立中央図書館) 農林水産省が所管する独

立行政法人，各種財同等でも閲覧することが可能

である c

(2 )創立20周年記念農事試験場業績熊岳域

分場編(南満洲鉄道株式会社農事試験場，昭和

10年1月20日発行)[7] 

本書は， 1913 (大正2)年4fJ1日の産業試験場

の創立により開設された熊岳城分場において，節

目となる20周年(1933(昭和8))年を記念して，

昭和10年に出版された書籍である。場内の風景

写真 (6葉)， 日次に続いて，沿革，土地及建物，

気象，士11.，場員，事業成績概要の記載があり，

「園芸科(本文158頁，含写真19葉)J. 1種芸科

(本文140頁，含写真19葉)J. 1養蚕科(本丈147

合写真10葉)J. 1林産科(本文114頁，合写真

8葉)J. 1病理昆虫科(本文269頁，含写真22葉)J 

の738頁の大著であり 創立から現在までの熊岳

城で実施された試験研究の状況が詳細に示されて

いる。本書も公主嶺本場編 ρ と同様に，国立国

会図書館をはじめ，大学図書館 (14館)，公立図

書館 (2館)等で関覧することが出来る。公主嶺

本場編 [9J とほぼ同様に， 1915年から 1933年まで

の21の気象要素について記載されており，熊岳域

の気象を一日で見ることが可能となっている。

以上の創立記念誌の他 農事試験場が発行する

要覧や成績報告書等でも気象資料が掲載されてい

るが，ここでは省略する c

4. おわりに

ここでは，東亜経済研究所に所蔵されている満

洲(関東州を含む)気象資料について，その概要

を紹介した。なお，詳細については，参考文献に

も示している{帝国日本の気象観測ネットワーク

満洲・関東州j[に (2014年四月発行)をご覧頂き

たい口本書{帝国百本の気象観測ネットワークj

は8分冊のシリーズとして発行を予定しており，
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2015年9月には f帝国 日本の気象観測ネットワー

ク H 陸軍気象部jcl (531p.) が発行され， 2016 

年10月には『帝国日本の気象観測ネットワーク

E 水路部-海軍気象部， 2017年3月には

日 本の気象観測ネットワーク N 樺太Jが発行さ

れ る予定であるので，こちらもご覧頂き、戦前・

戦中期の植民地における気象観測ネットワークに

ついて、理解を深めて頂ければ存難p 訳りであるc
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